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δ = べき指数, Π, Π! = 無次元量
これまでは考慮されていなかった、ゼロまたは無限大の量を考慮することする：
このδが0でない(H ≠ 1 となる) 場合は、スケールされる方向によってス
ケーリングの違いをもった自己アフィン性であることを意味する。このこと
は、方向により褶曲の発達のしやすさが異なっていると考えられる。もし






















𝑓(ℎ, 𝐿, 𝐷, -𝐻, 𝜂!, 𝜂", 𝑣, 𝑡, 𝑎) = 0.            (1)

















































𝐿!'& ∝ 𝑎. (5)
1 − 𝛿 = 𝐻. (6)
𝜈) ≠ 𝜈) 𝐻 ≠ 1 ： 自己アフィンを持つ1
ある系でのn個の物理量𝐴!, 𝐴", ⋯ , 𝐴(の間に方程式が成り立つ時：
𝑚 − 𝑛個の無次元量 (π)で式を書き表すことができる。
𝑓(𝐴!, 𝐴", ⋯ , 𝐴() = 0. (A-1)












スした断面図 (x: 東西方向、y: 高さ方向)に対して自己アフィン解析を行った。具体的に
は、ある長さαが断面図上の始点から終点までに、幾つ存在するかをNとし、αを計測した
際の各座標の値 Pi (xi, yi) からその分散 (X, Y)を求め自己アフィン性の指標となるハース
ト指数Hを求めた。
✔地質構造データに対して褶曲構造の自己アフィン解析
となる。
